
 

 

  
ニュースレター第 4６号では、令和 2 年 11 月 11 日（水曜日）から 11 月 13 日（金曜日）ま

での 3 日間、オンライン開催されました農林水産・食品産業分野の技術交流展示会「アグリビジネ

ス創出フェア 2020」における東北ハイテク研究会の展示内容について紹介します。 

なお、以下の内容以外にも、令和 2 年度の農水省の「イノベーション強化研究推進事業」に東北

ハイテク研が支援し新たに採択になりました 2 課題「儲かる業務用米生産を実現する無コーティン

グ種子湛水直播技術の確立（研究統括者 農研機構東北農業研究センター 白土宏之）、「チルド米

飯と加工製造課題に即応する超多収低アミロース米系統の早期育成（研究統括者 岩手県農業研究

センター 小舘琢磨）を紹介しました。これらの研究内容につきましては、東北ハイテク研ニュー

スレター４３号（無コーティング直播）、44 号（超多収低アミロース米）を参照してください。 

 

 

＜「アグリビジネス創出フェア 2020」東北ハイテク研展示内容＞ 

 

東北地域における産学連携支援事業の展開 

－東北地域農林水産・食品ハイテク研究会の試み－ 

 

＜東北地域農林水産・食品ハイテク研究会について＞ 

 

団体の沿革： 

 昭和 63 年 3 月設立の東北地域農林水産・食品バイオテクノロジー研究会が母体となっている。

当時は、農林水産省におけるバイオテクノロジー技術の啓蒙・普及を支援する活動を主として実践

していた。その後、バイオテクノロジーだけでなく、農林水産・食品分野の先端技術全般の振興を

目的とする産学連携支援が必要となり、平成 5 年から東北地域農林水産・食品ハイテク研究会と組

織変更をして産学連携支援活動に取り組むことになった。 

活動目的と事業内容：  

当研究会の目的は、東北地域における農林水産業及び食品産業に関する先端技術の振興を図り、

産学連携による地域の発展に資することにある。この目的を達成するため、東北ハイテク研究会は、
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東北地域における農林水産・食品分野の先端技術に関する、①シンポジウム・講演会・セミナーの

開催、②技術情報の収集と提供、③研究資金・事業化資金等に関する情報提供と獲得支援、④大学、

研究機関が開発した技術の普及支援、⑤技術指導等の斡旋、⑥共同研究ネットワークの構築支援、

に関わる事業を実施する。 

 

組織体制・会員等： 

  会長（現在：宮澤陽夫 東北大学未来科学技術共同研究センター教授）ほか、4 名の幹事、1 名の

監事で役員会を、6 名の委員で企画委員会（委員長：藤井智幸 東北大学大学院農学研究科教授）を、

中核コーディネーター4 名と、事務局次長 1 名で事務局を構成する。事務局は岩手県盛岡市下厨川字赤

平 4 番地の農研機構東北農業研究センター内に置いている。 

 令和 2 年６月現在の会員は、正会員 53 名（うち、個人会員３名）、賛助会員１９名である。また、

東北の各県に専門型コーディネーター12 名を配置し、各地域の研究シーズ・ニーズの発掘と各種の相

談に対応している。正会員には、東北地域の大学、試験研究機関、県行政、農業協同組合等の農業関係

機関と食品企業を中心とした民間企業が参加している。 

 

＜令和元年度の活動状況＞ 
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＜主要な支援事例＞ 
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津波から立ち上がり大規模水田作経営を実現した 

法人の大豆生産の付加価値化を支援!! 

飯豊ファーム（相馬市）、株式会社ソーキ、東北ハイテク研 CD（門間） 
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＜本年度の活動におけるポイント、重点的に支援する課題・テーマ等＞ 
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＜東北発の革新的米生産技術＞ 
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